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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
複数の孔路が並列に一体的に形成されたマルチルーメンチューブの上記孔路のうちの接続
対象の孔路に、上記マルチルーメンチューブ以外の管路を再分離自在に独立して接続する
ための内視鏡におけるマルチルーメンチューブの接続構造において、
上記マルチルーメンチューブが軸線方向に進退自在に通されるチューブ通過孔が形成され
た分岐具を設けると共に、上記接続対象の孔路と連通する側孔を上記マルチルーメンチュ
ーブの側面に穿設してその側孔を上記チューブ通過孔内に位置させ、上記マルチルーメン
チューブの外周面と上記チューブ通過孔の内周面との間の隙間をシールするためのシール
手段を上記側孔の前後位置に設けて、上記マルチルーメンチューブ以外の管路を上記側孔
の前後位置のシール手段とシール手段との間の位置において上記チューブ通過孔に連通さ
せたことを特徴とする内視鏡におけるマルチルーメンチューブの接続構造。
【請求項２】
上記分岐具が内視鏡の操作部に対して動かない状態に取り付けられる請求項１記載の内視
鏡におけるマルチルーメンチューブの接続構造。
【請求項３】
上記マルチルーメンチューブが、上記内視鏡の操作部に連結された可撓性挿入部内に挿通
されていて、上記可撓性挿入部が真っ直ぐな状態の時に、上記側孔が上記一対のシール手
段の中央付近に位置する請求項２記載の内視鏡におけるマルチルーメンチューブの接続構
造。
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【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、内視鏡において送気、送水、吸引等の流体通路として用いられる複数の孔路
が形成されたマルチルーメンチューブに対して管路を接続するための、内視鏡におけるマ
ルチルーメンチューブの接続構造に関する。
【０００２】
【従来の技術】
マルチルーメンチューブには、複数の孔路が隣接して並列に並んで配置されているので、
マルチルーメンチューブ以外の管路を孔路に対して単純に接続しようとすると、管路どう
しの干渉や隣接する孔路の潰れ等が発生してしまいがちである。
【０００３】
そこで従来は、マルチルーメンチューブの孔路の端面部分を斜めに削ぎ落とし、そこに外
方から接続パイプを差し込むことで、上述のような問題発生を回避又は軽減していた（例
えば、特許文献１）。
【０００４】
【特許文献１】
特許第３０１７５７３号、図１
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、マルチルーメンチューブの端面部分を斜めに削ぎ落として、そこに接続パイプを
差し込む構造では、ちょっとした不注意や管路内の圧力上昇等によって使用中に接続パイ
プが抜けてしまったり、接続パイプを繰り返し挿脱しているうちにマルチルーメンチュー
ブの孔路の端部が次第に広がり、それによって接続パイプが抜けて汚染流体が飛散してし
まう等の恐れがある。
【０００６】
そこで本発明は、マルチルーメンチューブの孔路に対して管路を安定した状態に接続する
ことができ、しかもその接続及び分離作業を容易に行うことができる内視鏡におけるマル
チルーメンチューブの接続構造を提供することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
上記の目的を達成するため、本発明の内視鏡におけるマルチルーメンチューブの接続構造
は、複数の孔路が並列に一体的に形成されたマルチルーメンチューブの孔路のうちの接続
対象の孔路に、マルチルーメンチューブ以外の管路を再分離自在に独立して接続するため
の内視鏡におけるマルチルーメンチューブの接続構造において、マルチルーメンチューブ
が軸線方向に進退自在に通されるチューブ通過孔が形成された分岐具を設けると共に、接
続対象の孔路と連通する側孔をマルチルーメンチューブの側面に穿設してその側孔をチュ
ーブ通過孔内に位置させ、マルチルーメンチューブの外周面とチューブ通過孔の内周面と
の間の隙間をシールするためのシール手段を側孔の前後位置に設けて、マルチルーメンチ
ューブ以外の管路を側孔の前後位置のシール手段とシール手段との間の位置においてチュ
ーブ通過孔に連通させたものである。
【０００８】
なお、分岐具が内視鏡の操作部に対して動かない状態に取り付けられていてもよく、マル
チルーメンチューブが、内視鏡の操作部に連結された可撓性挿入部内に挿通されている場
合に、可撓性挿入部が真っ直ぐな状態の時に、側孔が一対のシール手段の中央付近に位置
するようにするとよい。
【０００９】
【発明の実施の形態】
図面を参照して本発明の実施例を説明する。
図２は、内視鏡の挿入部の先端部分を示しており、内視鏡の可撓性挿入部１１の先端面に
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観察窓１２等が配置されている。１１ａは、遠隔操作によって屈曲する湾曲部である。
【００１０】
可撓性挿入部１１の内部には、中心軸線から偏位した位置に、例えば可撓性のポリエチレ
ン樹脂チューブからなる案内チューブ１３が全長にわたって挿通配置されており、その先
端開口１３ａが可撓性挿入部１１の先端面に配置されている。
【００１１】
２１は、可撓性挿入部１１に対して着脱自在に被覆される外套シースであり、例えばシリ
コンゴムチューブ等のような伸縮性のある材料によって薄肉円筒状に形成されている。外
套シース２１の先端部分には、透明な先端キャップ２２が水密に取り付けられている。
【００１２】
外套シース２１内には、例えば可撓性の四フッ化エチレン樹脂チューブ等からなるマルチ
ルーメンチューブ２３が全長にわたって挿通配置されている。マルチルーメンチューブ２
３の先端は、先端キャップ２２の先端面において外面に開口するように先端キャップ２２
に接続・固着されている。
【００１３】
マルチルーメンチューブ２３は、III－III断面を図示する図３にも示されるように、吸引
孔路２３Ｓと送気孔路２３Ａと送水孔路２３Ｗの三つの孔路が並んで形成されたマルチル
ーメンチューブである。
【００１４】
このマルチルーメンチューブ２３は、内視鏡の可撓性挿入部１１内に挿通配置されている
案内チューブ１３内の全長にわたって挿脱自在であり、マルチルーメンチューブ２３の基
端部分を案内チューブ１３に先端開口１３ａ側から差し込んで基端側の開口から引き出す
ことができる。
【００１５】
図４は、内視鏡の可撓性挿入部１１に外套シース２１が被せられ、外套シース２１の基端
口金２４に設けられた手動固定ネジ２５が締め付けられて可撓性挿入部１１と操作部１５
との連結部付近に固定された使用状態の操作部１５部分を示しており、案内チューブ１３
の基端側開口１３ｂからマルチルーメンチューブ２３が引き出されている。
【００１６】
３０は、マルチルーメンチューブ２３の送気孔路２３Ａと送水孔路２３Ｗを個別に送気チ
ューブ４１と送水チューブ４２とに接続するための分岐具３０であり、操作部１５の外面
部分に着脱自在に取り付けられている。
【００１７】
図５は、操作部１５に対する分岐具３０の取り付け部の一例を示しており、分岐具３０か
ら突設された突起部に弾力性のあるＯリング３１が装着され、操作部１５の外面に形成さ
れた凹部１６内に嵌め込まれたＯリング３１が、凹部１６内の段部に引っ掛かって簡単に
は凹部１６内から抜け出さないようになっている。
【００１８】
そのようにして、分岐具３０が操作部１５に対して動かないように取り付けられるが、分
岐具３０を強く引っ張ればＯリング３１が弾性変形して凹部１６内から抜け、分岐具３０
を操作部１５から外すことができる。
【００１９】
なお、操作部１５に対して分岐具３０を取り付ける機構はその他どのようなものを用いて
もよく、分岐具３０を案内チューブ１３の基端側開口１３ｂ部分に取り付けるようにして
も差し支えない。
【００２０】
図１は分岐具３０の内部構成を示しており、分岐具３０には、マルチルーメンチューブ２
３が緩く通されるチューブ通過孔３２が真っ直ぐに貫通形成されており、図５に示される
ようにして分岐具３０が操作部１５に取り付けられると、案内チューブ１３の基端側開口
１３ｂから延出するマルチルーメンチューブ２３が真っ直ぐにチューブ通過孔３２内を通
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過できる位置関係に構成されている。
【００２１】
このような構成により、マルチルーメンチューブ２３はチューブ通過孔３２に対して挿脱
自在であり、チューブ通過孔３２内を通過してさらに分岐具３０から延出するマルチルー
メンチューブ２３の延出部２３ａは、操作部１５に沿って配置される。
【００２２】
マルチルーメンチューブ２３の途中の部分には、送気孔路２３Ａに連通する送気側孔２７
Ａと送水孔路２３Ｗに連通する送水側孔２７Ｗとが、軸線方向に位置をずらして、但し共
にチューブ通過孔３２内に位置するように形成されている。
【００２３】
そして、送気側孔２７Ａと送水側孔２７Ｗの各々に近接してそれより延出部２３ａ側に寄
った位置において、送気孔路２３Ａと送水孔路２３Ｗは各々接着剤等からなる閉塞材２８
Ａ，２８Ｗが充填されて閉塞されている。
【００２４】
分岐具３０側には、チューブ通過孔３２の周面の送気側孔２７Ａに面する位置と送水側孔
２７Ｗに面する位置とに開口する送気路３４Ａと送水路３４Ｗが、チューブ通過孔３２と
平行の向きに曲げて形成され、その外端部に送気チューブ４１と送水チューブ４２が接続
されている。
【００２５】
そして、マルチルーメンチューブ２３の外周面とチューブ通過孔３２の内周面との間の隙
間をシールするための例えばゴム材等からＯリング３５等のような弾力性のあるシール手
段が、送気側孔２７Ａと送水側孔２７Ｗの各々の前後位置に配置されるように合計三個取
り付けられている。
【００２６】
このような構成により、マルチルーメンチューブ２３を単純にチューブ通過孔３２に通す
だけで、マルチルーメンチューブ２３の送気孔路２３Ａが送気側孔２７Ａと送気路３４Ａ
を介して送気チューブ４１に接続され、送水孔路２３Ｗが送水側孔２７Ｗと送水路３４Ｗ
を介して送水チューブ４２に接続されて、他の部分への漏洩が三個のＯリング３５によっ
て阻止される。
【００２７】
そして、マルチルーメンチューブ２３は各Ｏリング３５によってシールされた状態で軸線
方向に進退自在であるが、各Ｏリング３５はチューブ通過孔３２側に形成された円周溝内
に嵌め込まれているので、マルチルーメンチューブ２３が軸線方向に移動してもＯリング
３５は移動しない。
【００２８】
一般に、湾曲部１１ａを含めて可撓性挿入部１１が屈曲すると、図１に矢印Ｘで示される
ように、マルチルーメンチューブ２３がそれに伴って案内チューブ１３内に引き込まれた
り押し出されて、操作部１５側において軸線方向に例えば４～６ｍｍ程度進退する。
【００２９】
そこで、三つのＯリング３５間の各々の間隔を分岐具３０内におけるマルチルーメンチュ
ーブ２３の最大進退量より大きく設定し、可撓性挿入部１１が真っ直ぐな状態の時に送気
側孔２７Ａと送水側孔２７Ｗが各々その前後のＯリング３５とＯリング３５との中央付近
に位置するように設定しておく。
【００３０】
そのように設定することにより、マルチルーメンチューブ２３を分岐具３０側において固
定せずに（したがって、可撓性挿入部１１を屈曲させたとき、マルチルーメンチューブ２
３が可撓性挿入部１１内で強く突っ張った状態等にならない）、送気孔路２３Ａと送水孔
路２３Ｗを漏洩なく送気チューブ４１と送水チューブ４２に接続することができる。
【００３１】
なお、本発明は上記実施例に限定されるものではなく、例えば図６に示されるように、送
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てもよい。
【００３２】
また、図７に示されるように、マルチルーメンチューブ２３のチューブ通過孔３２内に位
置する部分に、マルチルーメンチューブ２３の吸引孔路２３Ｓに連通する吸引側孔２７Ｓ
を穿設して吸引孔路２３Ｓを吸引チューブ４３と連通接続させ、さらに、吸引側孔２７Ｓ
を臨む方向に分岐具３０に処置具挿入口３６を形成して、処置具挿入口３６から吸引孔路
２３Ｓ内に処置具等を挿入できるようにしてもよい。
【００３３】
また、マルチルーメンチューブ２３の孔路の数は複数であれば幾つであってもよく、その
中の幾つの孔路を分岐具３０においてマルチルーメンチューブ２３以外の管路と接続する
か等は必要に応じて設定すればよい。
【００３４】
【発明の効果】
本発明によれば、マルチルーメンチューブを分岐具のチューブ通過孔に単純に通すだけで
、マルチルーメンチューブの孔路がマルチルーメンチューブ以外の管路と接続されて、他
の部分への漏洩がシール手段により阻止されるので、マルチルーメンチューブの孔路に対
して管路を安定した状態に接続することができ、しかもその接続及び分離作業を非常に容
易に行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施例の分岐具の側面断面図である。
【図２】本発明の第１の実施例の外套シース付内視鏡の使用準備状態の先端部分の略示斜
視図である。
【図３】本発明の第１の実施例の図２におけるIII－III断面図である。
【図４】本発明の第１の実施例の外套シース付内視鏡の使用状態の操作部の略示斜視図で
ある。
【図５】本発明の第１の実施例の操作部に対する分岐具取り付け部の側面断面図である。
【図６】本発明の第２の実施例の分岐具の側面断面図である。
【図７】本発明の第３の実施例の分岐具の側面断面図である。
【符号の説明】
２３　マルチルーメンチューブ
２３Ａ，２３Ｗ，２３Ｓ　孔路
２７Ａ，２７Ｗ，２７Ｓ　側孔
３０　分岐具
３２　チューブ通過孔
３４Ａ　送気路
３４Ｗ　送水路
３５　Ｏリング（シール手段）
３６　処置具挿入口
４１　送気チューブ（管路）
４２　送水チューブ（管路）
４３　吸引チューブ（管路）
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容易。解决方案：内窥镜通过提供具有管通孔32的分支装置30构成，多
腔管23通过该通孔32在轴向方向上可前后移动地自由移动。同时，在多
腔管23的侧面形成与要连接的孔路23A和23W连通的侧孔27A和27W，并
定位在分支工具30的管通孔32中。另外，密封构件35设置在侧孔27A和
27W的前后位置，密封构件35密封多腔管23的外周表面和管通孔32的内
周表面之间的间隙。管道41和42在侧孔27A和27W的前后位置处在密封
装置35之间的位置处与管通孔32连通。Ž
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